
*ライフサポート村とも就労定員状況報告
R8.2 R8.3

利用計画 640 660 10代 20代 30代 40代 50代 60代 合計
登録者数 23 22 年齢別表 0 3 4 4 4 7 22

新規獲得 0 1

日　時：令和7年10月20日（月）　１３：３０～１４：３０ 議事録作成：上田 中止者数 0 0 男性 女性 合計
場　所：福の神　1階　地域開放室 延べ利用者数 170 231 男女比 17 5 22

参加者： 開所日数 20 22
※白○は欠席

日平均 8.5 10.5

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録状況

工賃 R8.2 R8.3 R8.2 R8.3
工賃総額 ¥135,330 ¥167,845 人数 0 0
平均工賃 ¥15,921 ¥15,985 延べ人数 0 0

報　告　： ① 利用者登録状況報告
ぐるーぷほーむ福の神 介護区分別利用者状況

ボランティア受け入れ状況

R8.2 R8.3 区分 人数 割合 人数 延べ人数

計画 0 0 要支援２ 0 0.0% R07.8 4 4

累計計画 18 18 要介護１ 4 22.2% R07.9 2 2

実績 0 0 要介護２ 4 22.2% R07.10 1 1

累計実績 18 18 要介護３ 5 27.8% R07.11 2 2

契約解除 0 0 要介護４ 2 11.1% R07.12 2 2

予約者 24 26 要介護５ 3 16.7% R08.1 0 0

進捗率 100.0% 100.0% 合計 18 100.0% R08.2 0 0

R08.3 1 1

たきのーほーむ福の神 介護区分別利用者状況 　

R8.2 R8.3 区分 人数 割合

計画 0 0 要支援1 0 0.0% 通い 訪問 宿泊 通い 訪問 宿泊

累計計画 29 29 要支援２ 0 0.0% 0 0 0 0 0 0

実績 2 2 要介護１ 13 44.8% 194 590 70 185 449 63

累計実績 29 29 要介護２ 9 31.0% 164 288 88 150 349 93

契約解除 2 0 要介護３ 6 20.7% 86 313 30 105 281 31

予約者 1 1 要介護４ 1 3.4% 30 0 0 31 0 7

進捗率 100.0% 100.0% 要介護５ 0 0.0% 要介護５ 0 0 0 0 0 0

その他更新中 0 0.0% 合計 474 1191 188 471 1079 194

合計 29 100.0% 一日平均 948 2382 376 942 2158 388

33.9 85.1 13.4 30.4 69.6 12.5

要介護４

要介護１

要介護２

要介護３

要支援１

要支援２

R8.2 R8.3

令和8年度　第1回

　　要介護度別実績報告

運営推進会議 議事録

●大町町会長_今井様 ●運営推進会議副委員長_上野様  ●四柳町会長_今井様　●金丸出町民生委員_太田様
〇ご家族様_森様 〇地域識者 市議会議員_川口様 〇地域識者_三門様　●羽咋市役所_俵様　●弘和会理事長_松本
〇羽咋事業部部長_森川 ●TH・GH・CN福の神管理者_北出　●ライフサポート村友管理者_川端  ●事務_上田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　9 名

⑤日々の活動報告ダイジェスト

〇ライフサポート村友報告

村友について、工賃が全国平均である約2万円を下回っている現状をご報告いたしました。そのため、新たな収益向上策として塩づくりに取り組み、道の駅で

の販売を開始しているほか、道の駅の清掃業務や、ガチャガチャ景品用マグネットの作成など、複数の作業に取り組んでいること。ただし、作業内容によって

利用者ごとの作業量にばらつきが生じている点が課題として挙げさせていただきました。

〇たきのーほーむ/ぐるーぷほーむ福の神 報告

たきのーほーほーむ・グループホームより、人員不足について報告いたしました。併せて羽咋市の取組として、介護福祉士資格保有者を新たに雇用した場合、

1人あたり30万円の助成金が活用できることご説明いたしました。

また、ケアマネジャーの不足についても課題として挙げられ、資格維持にかかる費用負担が大きいことから、研修費の費用を一部補助していただけることをご

説明いたしました。今後の人材確保策について継続して検討していくことも併せてお伝えいたしました。

これに関連し、参加者より「全国的に人手不足が進む中、日雇い等の短期人材を活用することはできないか」との意見をいただきました。

これに対し、大都市圏では短期雇用やスポット派遣の活用が一部進んでいるものの、認知症対応を含む福祉分野では専門性や継続的な関わりが求められる

ため、現状では導入事例が少ないとの説明させていただきました。

また、介護分野だけでなく、地域の多様なニーズに応えられるよう貢献し「あってよかった福の神」を目指し、現在休止しているサービスの再開に向けて、

引き続き人員体制の強化に取り組んでいく方針であることが報告させていただきました。

〇ぐるーぷほーむより

ＧＨでは今年度より、生産性向上の取組として睡眠時の見守りセンサーを導入いたしました。これにより、夜間の離床の早期発見が可能となり、職員の巡回

負担が軽減されるなど、見守り体制の強化につながっている。ことをご説明いたしました。

また、記録データの活用により、利用者の睡眠状況を客観的に把握できるようになり、ケア内容の見直しにも役立っていることをご報告いたしました。


